
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
金属材からなる枠体と、該枠体と一体であって該枠体の内部を少なくとも二つ以上の区画
室に区分けするシールド板と、前記枠体内に配置され、前記シールド板によって前記区画
室に対応した領域に区分けされた一枚の回路基板とを備え、前記回路基板の一方の領域に
は、第一の局部発振信号を出力する第一の局部発振器を含む一方の回路ブロックが配置さ
れ、 前記回路基板の他方の領域には、第二の局部発振信号を出
力する第二の局部発振器を含む他方の回路ブロックが配置され、前記回路基板の一方の面
に 前記一方の回路ブロック 接地電極と前記他方の回路ブロック
接地電極 分断されて

ことを特徴とするダブルコ
ンバージョンチューナ。
【請求項２】

接地電極 前記シールド板と前記枠体 のみを介して導通されて
いることを特徴とする請求項１記載のダブルコンバージョンチューナ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えばＶＨＦ放送帯や、ＵＨＦ放送帯のテレビ放送を受信することができるテ
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前記一方の領域と隣り合う

は、 用の第１の 用の第２の
が互いに前記シールド板と対向した状態で 設けられ、前記シールド板

の端部の近傍には、前記第１，第２の接地電極が接続されると共に、前記シールド板と対
向しない箇所で、前記第１，第２の接地電極同士が接続された

前記第１，第２の は、 の二者



レビ受信機やビデオテープレコーダなどに用いて好適なダブルコンバージョンチューナに
関する。
【０００２】
【従来の技術】
図５は、一般的なダブルスーパー方式のダブルコンバージョンチューナの一構成例を示す
ブロック図である。図５に示すようにＶＨＦ放送帯や、ＵＨＦ放送帯のテレビ信号は、ア
ンテナ（図示せず）から入力端子２１に入力される。この入力端子２１から入力されたテ
レビ信号は、入力帯域通過フィルタ２２を通過し、高周波増幅器２３によって増幅された
後、第一の混合器２４の第一の入力端に入力される。
【０００３】
一方、第一の局部発振器２６においては、位相同期ループ（ＰＬＬ）回路２５によってロ
ックされた周波数ｆＬＯ１の第一の局部発振信号が発振され、この第一の局部発振信号が
バッファアンプ２７によって増幅された後、第一の混合器２４の第二の入力端に入力され
ている。
【０００４】
これにより、高周波増幅器２３の出力信号は、第一の混合器２４において、第一の局部発
振信号と混合されて第一の中間周波信号に変換された後、第一の中間周波バンドパスフィ
ルタ（以下、ＢＰＦという）２８を通過し、第一の中間周波増幅器２９によって増幅され
た後、第二の混合器３０の第一の入力端に入力される。
従って、第一の中間周波増幅器２９の出力信号は、第二の混合器３０において、第二の局
部発振器３１で発振された第二の局部発振信号と混合されて第二の中間周波信号に変換さ
れた後、第二の中間周波ＢＰＦ３４に入力される。これによって、第二の中間周波信号は
、第二の中間周波ＢＰＦ３４を通過し、出力増幅器３５で増幅され、出力端子３６から出
力される。
【０００５】
上述したダブルコンバージョンチューナは、二つの発振器、つまり第一の局部発振器２６
と第二の局部発振器３１との発振信号が相互に干渉したり、また、他の回路ブロックに影
響を及ぼすのを阻止するとともに、アイソレーションなどを改善する目的から、上述の各
回路ブロックを例えば４つの回路ブロック４０、４１、４２、４３に分け、この各回路ブ
ロック４０、４１、４２、４３は、それぞれ各回路ブロック４０、４１、４２、４３毎に
シールドした構成となっている。このダブルコンバージョンチューナを例えば４つの回路
ブロック４０、４１、４２、４３に分けてそれぞれシールドしたとき、回路ブロック４０
は、前記入力端子２１と前記入力帯域通過フィルタ２２とで構成され、また、回路ブロッ
ク４１は、前記高周波増幅器２３と前記第一の混合器２４と前記ＰＬＬ回路２５と前記第
一の局部発振器２６と前記バッファアンプ２７とで構成されている。さらに、回路ブロッ
ク４２は、前記第一の中間周波ＢＰＦ２８で構成され、さらにまた、回路ブロック４３は
、前記第一の中間周波増幅器２９と前記第二の混合器３０と前記第二の局部発振器３１と
前記第二の中間周波ＢＰＦ３４と出力増幅器３５と出力端子３６とで構成されている。
【０００６】
図６は、従来のダブルスーパー方式のダブルコンバージョンチューナから上下のカバーを
外した状態の一構成例の概要を示す斜視図、図７は、図６を底面から見た斜視図、図８は
、図７の平面図である。
【０００７】
図６～図８において、ダブルコンバージョンチューナの枠体１は、金属材料からなり、略
矩形である。この枠体１は、ダブルコンバージョンチューナの４つの側壁１ａ、１ａ、１
ｂ、１ｂを構成し、枠体１の上方と下方とは開口している。また、図６に示すように長手
方向の側壁１ａには下方に突出した４つの取付脚１ｃが設けられ、短手方向の側壁１ｂに
はアンテナ（図示せず）に接続するためのコネクタ１ｇが取り付けられている。また、前
記枠体１内には、枠体１の一部が折り曲げられて形成された第一、第二及び第三のシール
ド板１ｄ、１ｅ、１ｆが配置されており、また、図６に示すようにその第一、第二及び第
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三のシールド板１ｄ、１ｅ、１ｆの上端は、枠体１の上方の開口まで延び、下端は、枠体
１の下方の開口まで延びている。
【０００８】
また、第一のシールド板１ｄと、第二のシールド板１ｅとは短手方向の側壁１ｂに平行に
所定の距離をおいて配置され、第三のシールド板１ｆは前記第二のシールド板１ｅと直交
する配置で、第二のシールド板１ｅと側壁１ｂとの間に配置されている。この第一、第二
及び第三のシールド板１ｄ、１ｅ、１ｆと枠体１とによって、枠体１の内部には、第一、
第二、第三及び第四の区画室２、３、４、５が形成される。そして、この前記枠体１内に
、回路基板６が枠体１に対して水平に配置されている。
また、前記枠体１の上下には枠体１の開口を覆うカバー（図示せず）が配置されている。
【０００９】
回路基板６は、平板状であって一枚の樹脂材料からなる。該回路基板６の上面（図６参照
）には、図示していないが所定の機能を備えた回路パターンと該回路パターン上に載置さ
れた例えばコイルや集積回路やチップ部品などの電気部品とが配置されている。また、回
路基板６には、所定の箇所に貫通されたスリット（図示せず）が設けられている。また、
回路基板６の下面には、前記スリットの近傍を除くほぼ全面に同一材料からなる接地電極
が形成されている。
【００１０】
前記回路基板６は、前記第一、第二及び第三のシールド板１ｄ、１ｅ、１ｆが、前記スリ
ットを貫通して延び、接地電極側に突出しており、この第一、第二及び第三のシールド板
１ｄ、１ｅ、１ｆによって、回路基板６は、図７に示すように第一、第二、第三及び第四
の領域２ａ、３ａ、４ａ、５ａに区分けされている。
そして、該第一の領域２ａは前記第一の区画室２と、第二領域３ａは第二の区画室３と、
第三の領域４ａは第三の区画室４と、そして、第四の領域５ａは第四の区画室５とそれぞ
れ対応している。
そして、回路基板６上の第一の領域２ａには、図５に示す前記回路ブロック４０を構成す
る各種電子部品が実装され、前記第二の領域３ａには、同様に前記回路ブロック４１を構
成する各種電子部品が実装され、前記第三の領域４ａには、同様に前記回路ブロック４２
を構成する各種電子部品が、また、前記第四の領域５ａには、同様に前記回路ブロック４
３を構成する各種電子部品が実装されている。
【００１１】
また、前記回路基板６の下面には、前記回路ブロック４０に対応する接地電極４０ａと、
前記回路ブロック４１に対応する接地電極４１ａと、前記回路ブロック４２に対応する接
地電極４２ａと、前記回路ブロック４３に対応する接地電極４３ａとがそれぞれ設けられ
ている。また、前記接地電極４０ａは、枠体１の側壁１ａ、側壁１ｂ及び第一のシールド
板１ｄと半田７にて電気的に接続され、さらに前記接地電極４１ａは、側壁１ａ、第一の
シールド板１ｄ及び第二のシールド板１ｅと半田７にて電気的に接続され、さらにまた前
記接地電極４２ａは、側壁１ａ、側壁１ｂ、第二のシールド板１ｅ及び第三のシールド板
１ｆと半田７にて電気的に接続され、また前記接地電極４３ａは、側壁１ａ、側壁１ｂ、
第二のシールド板１ｅ及び第三のシールド板１ｆと半田７にて電気的に接続されている。
【００１２】
また、前記接地電極４０ａと接地電極４１ａとは、第一のシールド板１ｄの両方の端部と
側壁１ａとの間に設けられている隙間に形成されている接地電極と同一材料からなる接地
電極パターン４４ａ、４４ｂにて接続されている。また、同様に前記接地電極４１ａと接
地電極４２ａとは、第二のシールド板１ｅの一方の端部と側壁１ａとの間に設けられてい
る隙間に形成されている接地電極パターン４４ｃにて接続され、同様に前記接地電極４１
ａと接地電極４３ａとは、第二のシールド板１ｅの他方の端部と側壁１ａとの間に設けら
れている隙間に形成されている接地電極パターン４４ｄにて接続され、さらに同様に前記
接地電極４２ａと接地電極４３ａとは、第三のシールド板１ｆの一方の端部と第二のシー
ルド板１ｅとの間に設けられている隙間に形成されている接地電極パターン４４ｅと、第
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三のシールド板１ｆの他方の端部と側壁１ｂとの間に設けられている隙間に形成されてい
る接地電極パターン４４ｆとにて接続されている。
【００１３】
上述の如く、接地電極４０ａと接地電極４１ａと接地電極４２ａと接地電極４３ａとは、
各接地電極と同一材料からなるそれぞれ接地電極パターン４４ａ、４４ｂ、４４ｃ、４４
ｄ、４４ｅ、４４ｆによって接続されている。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のダブルコンバージョンチューナにおいては、各接地電極４０ａ、接
地電極４１ａ、接地電極４２ａ、接地電極４３ａが、接地電極パターン４４ａ、４４ｂ、
４４ｃ、４４ｄ、４４ｅ、４４ｆによって相互に接続されているので、特に、第一の局部
発振器２６と第二の局部発振器３１とが相互干渉するという問題がある。即ち、第一の局
部発振器２６が構成された回路ブロック４１における接地電極４１ａと、第二の局部発振
器３１が構成された回路ブロック４３における接地電極４３ａとには大きな接地電流が流
れており、また、それぞれの接地電極４１ａ、４３ａの接地電位が異なっている。そのた
め、例えば接地電位の高い方の接地電極４１ａから接地電位の低い方の接地電極４３ａに
前記接地電極パターン４４ｄを介して接地電流が容易に流れることになる。
【００１５】
この結果、回路ブロック４３の第二の局部発振器３１の発信信号と回路ブロック４１の第
一の局部発振器２６の発信信号とが相互に干渉して不要なビート信号を発生し、これがテ
レビ受信機の画像を乱し、画質を劣化させるという問題が生じる。
【００１６】
本発明のダブルコンバージョンチューナでは、上述の問題点に解決を与えるものであり、
テレビ受信機の画像を安定させ、良好な画質を提供することを目的とする。
【００１７】
【課題を解決するための手段】
本発明のダブルコンバージョンチューナは、金属材からなる枠体と、該枠体と一体であっ
て該枠体の内部を少なくとも二つ以上の区画室に区分けするシールド板と、前記枠体内に
配置され、前記シールド板によって前記区画室に対応した領域に区分けされた一枚の回路
基板とを備え、前記回路基板の一方の領域には、第一の局部発振信号を出力する第一の局
部発振器を含む一方の回路ブロックが配置され、 前記回路基板
の他方の領域には、第二の局部発振信号を出力する第二の局部発振器を含む他方の回路ブ
ロックが配置され、前記回路基板の一方の面に 前記一方の回路ブロック 接
地電極と前記他方の回路ブロック 接地電極

分断されて

【００１８】
また、本発明のダブルコンバージョンチューナは、 接地電極 前記シ
ールド板と前記枠体 のみを介して導通されている
【００２０】
【発明の実施の形態】
図１～図３を参照して本発明のダブルコンバージョンチューナの第一の実施の形態を説明
する。
図１は、本発明のダブルコンバージョンチューナの上下のカバーを外した状態の概要を示
す斜視図、図２は、本発明のダブルコンバージョンチューナの上下のカバーを外した状態
の概要を示す底面から見た斜視図、図３は、図２の平面図である。
【００２１】
図１～図３に示すようにダブルコンバージョンチューナの枠体１は、従来と同様に、矩形
で金属材料からなる。この枠体１は、４つの側壁１ａ、１ａ、１ｂ、１ｂを構成し、枠体
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状態で 設けられ、前記シールド板の端部の近傍には、前記第１，第２の接地電
極が接続されると共に、前記シールド板と対向しない箇所で、前記第１，第２の接地電極
同士が接続された構成とした。

前記第１，第２の は、
の二者 構成とした。



１の上下は開口されている。また、側壁１ｂには、コネクタ１ｇが取り付けられている。
また、前記枠体１内には、該枠体１の一部が折り曲げられて形成された第一、第二及び第
三のシールド板１ｈ、１ｉ、１ｊが配置されており、該第一、第二及び第三のシールド板
１ｈ、１ｉ、１ｊの上端は、図１に示すように枠体１の上側の開口まで延びている。また
、第一のシールド板１ｈの上方の両端部は側壁１ａ、１ａに直交・当接されて一体化され
、第二のシールド板１ｉの上方の両端部も側壁１ａ、１ａに直交・当接されて一体化され
ている。そして、第三のシールド板１ｊの上方の両端部は、前記第二のシールド板１ｉの
ほぼ中央部に第二のシールド板１ｉと直交して配置され、該第二のシールド板１ｉと前記
側壁１ｂとに当接されて一体化されている。
【００２２】
そして、前記第一、第二及び第三のシールド板１ｈ、１ｉ、１ｊの下端は、枠体１の下側
の開口まで延びている。
また、第一のシールド板１ｈの下方の両端部（図２では上方）は側壁１ａ、１ａに当接す
ることなく側壁１ａ、１ａから所定の間隔をもって配置され、第二のシールド板１ｉの下
方の両端部も側壁１ａ、１ａに当接することなく所定の間隔をもって配置されている。そ
して、第三のシールド板１ｊの下方の一方の端部は、前記第二のシールド板１ｉのほぼ中
央部に第二のシールド板１ｉと当接して配置され、また他方の端部は、前記側壁１ｂとは
所定の間隔をもって配置されている。
ここで、第二のシールド板１ｉと第三のシールド板１ｊとの下方は、Ｌ字状に配置されて
いる。
【００２３】
そして、図１に示すように前記枠体１と前記第一、第二及び第三のシールド板１ｈ、１ｉ
、１ｊとによって、枠体１の内部には、第一、第二、第三及び第四の区画室２、３、４、
５が形成される。この第一の区画室２は、枠体１と前記第一のシールド板１ｈとによって
囲まれて形成され、以下従来と同様に第二の区画室３、第三の区画室４、第四の区画室５
が形成される。
また、回路基板６は、従来と同様に、一枚の樹脂材料からなり、前記第一、第二及び第三
のシールド板１ｈ、１ｉ、１ｊが挿通されるスリット（図示せず）が設けられている。
そして、回路基板６は、前記スリットに前記第一、第二及び第三のシールド板１ｈ、１ｉ
、１ｊを挿通した状態で、前記枠体１内に水平に配置されている。
また、これも従来と同様に、回路基板６の上面（図１参照）には、回路パターン（図示せ
ず）と電子部品（図示せず）とが配置されている。また、下面には、従来と同様に、前記
回路ブロック４０（図５参照）に対応して設けられた接地電極４０ａと、前記回路ブロッ
ク４１に対応して設けられた接地電極４１ａと、前記回路ブロック４２に対応して設けら
れた接地電極４２ａと、前記回路ブロック４３に対応して設けられた接地電極４３ａとが
設けられている。
【００２４】
前記回路基板６は、前記枠体１と前記第一、第二及び第三のシールド板１ｈ、１ｉ、１ｊ
とによって、第一の領域２ａと、第二の領域３ａと、第三の領域４ａと、第四の領域５ａ
とに区分される。これを細述すると、回路基板６には、前記枠体１と前記第一のシールド
板１ｈとによって囲まれて第一の領域２ａが設けられ、また、前記枠体１と第一のシール
ド板１ｈと第二のシールド板１ｉとによって囲まれて第二の領域３ａが設けられ、さらに
、前記枠体１と第三のシールド板１ｊとによって囲まれて第三の領域４ａが設けられ、さ
らにまた、前記枠体１と第二のシールド板１ｉと第三のシールド板１ｊとによって囲まれ
て第四の領域５ａが設けられる。
【００２５】
そして、本発明の特徴的な点は、第二の局部発振器３１が構成された回路ブロック４３に
対応して設けられた接地電極４３ａが、第四の領域５ａ内のみに独立して設けられ、他の
接地電極４０ａ、４１ａ、４２ａ、とりわけ第一の局部発振器２６が構成された回路ブロ
ック４１に対応して設けられた接地電極４１ａおよびこの接地電極４１ａに連設された接
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地電極４２ａとは接地電極パターンによる接続はされていないことである。
【００２６】
また、回路基板６上の第一の領域２ａには、図５に示す前記回路ブロック４０を構成する
各種電子部品が実装され、また、前記第二の領域３ａには、同様に前記回路ブロック４１
を構成する各種電子部品が実装され、さらに、前記第三の領域４ａには、同様に前記回路
ブロック４２を構成する各種電子部品が、さらにまた、第四の領域５ａには、同様に前記
回路ブロック４３を構成する各種電子部品が実装されている。
また、前記第四の領域５ａ内のみに独立して設けられ接地電極４３ａは、半田７によって
、枠体１と第二のシールド板１ｉと第三のシールド板１ｊとに複数箇所で接続されている
。
【００２７】
また、その他の回路ブロック４０、４１、４２にそれぞれ対応して設けられた接地電極４
０ａ、４１ａ、４２ａは、従来と同様に枠体１と第一のシールド板１ｈ及び第二のシール
ド板１ｉとの間にそれぞれ設けられた隙間にて、接地電極４０ａと接地電極４１ａとが同
一材料で形成された接地電極パターン４４ａ、４４ｂにて接続され、さらに、接地電極４
１ａと接地電極４２ａとが同様に接地電極パターン４４ｃにて接続される。また、前記接
地電極４０ａ、４１ａ、４２ａは、半田７によって、枠体１と第一のシールド板１ｈ、第
二のシールド板１ｉ及び第三のシールド板１ｊとに複数箇所接続されている。
【００２８】
そして、前記第一の局部発振器２６が配置されている回路ブロック４１の接地電極４１ａ
と前記回路ブロック４３の接地電極４３ａとは、それぞれ前記第二のシールド板１ｉに半
田７によって、しっかりと接続される。この第二のシールド板１ｉへの半田７付けによっ
て、前記接地電極４１ａと前記接地電極４３ａとは、第二のシールド板１ｉを接地電位と
して、第二のシールド板１ｉと接地電極４１ａとの電位差および第二のシールド板１ｉと
接地電極４３ａとの電位差によって生じる接地電流は第二のシールド板１ｉに吸収され、
接地電極４１ａと前記接地電極４３ａとの間には接地電流の流入出は生じない。
また、上記の実施の形態は、接地電極４１ａと接地電極４３ａとを第二のシールド板１ｉ
にそれぞれ半田７付けしたが、これに限定されず、第二のシールド板１ｉに半田７付けせ
ず接地電極４１ａと接地電極４３ａとを分断しておいても良い。
【００２９】
なお、ダブルコンバージョンチューナの枠体１と第一のシールド板１ｈ、第二のシールド
板１ｉ及び第三のシールド板１ｊとは、前述の如くそれぞれ折り曲げられて一体に形成さ
れていることから最も安定した接地電位、換言すればゼロ電位として用いられている。
【００３０】
図４は、本発明のダブルコンバージョンチューナの第二の実施の形態を示す平面図である
。
図４に示すように、本発明の第一の実施の形態と同一構成には、同一部番を付与して詳細
な説明は、省略する。
そして、第二の実施の形態のダブルコンバージョンチューナの特徴的な点は、図５に示す
第一の局部発振器２６が構成された回路ブロック４１に対応して設けられた接地電極４１
ａと、図５に示す第二の局部発振器３１が構成された回路ブロック４３に対応して設けら
れた接地電極４３ａとが第二のシールド板１ｉの端部の近傍において、第二のシールド板
１ｉに半田７ａで半田付けされていることである。
また、回路ブロック４２に対応して設けられた接地電極４２ａと回路ブロック４３に対応
して設けられた接地電極４３ａとが第三のシールド板１ｊの端部の近傍において、第三の
シールド板１ｊに半田７ａで半田付けされていることである。
【００３１】
このようにすることで、例えば図４に示すように第二のシールド板１ｉの端部に接地電極
４１ａと接地電極４３ａとを結ぶ幅狭な接地電極パターン４５ａが設けられても、この幅
狭な接地電極パターン４５ａの近傍で接地電極４１ａ、４３ａが第二のシールド板１ｉに
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半田７ａ接続されているので、接地電流がこの第二のシールド板１ｉに流れるので接地電
極パターン４５ａによる影響はない。
また同様に、図４に示すように第三のシールド板１ｊの端部に接地電極４２ａと接地電極
４３ａとを結ぶ幅狭な接地電極パターン４５ｂが設けられても、この幅狭な接地電極パタ
ーン４５ｂの近傍で接地電極４２ａ、４３ａが第三のシールド板１ｊに半田７ａ接続され
ているので、接地電流がこの第三のシールド板１ｊに流れるので接地電極パターン４５ｂ
による影響はない。
そして、シールド板１ｉ、１ｊの端部の近傍で各接地電極４１ａ、４２ａ、４３ａを半田
７ａにて接地するので各接地電極は、広い範囲にわたってゼロ電位となる。
【００３２】
上述の如き第二の実施の形態の構成によって、接地電極４１ａ、４２ａ、４３ａの接地電
流は、それぞれ第二、第三のシールド板１ｉ、１ｊに吸収され、特に接地電極４１ａと接
地電極４３ａとの間には接地電流の流入出は生じない。
【００３３】
なお、本発明の実施の形態のダブルコンバージョンチューナでは、回路ブロックを４つの
シールドされたブロックに区分したが、これに限定されず少なくとも２つ以上のシールド
されたブロックに区分されており、それぞれの回路ブロックの接地電極が分断されている
か、または枠体とシールド板とのみを介して導通されて、接地電極間での接続がなければ
良いことは勿論である。
【００３４】
【発明の効果】
以上詳述したように、本発明のダブルコンバージョンチューナでは、一枚の回路基板上に
第一の局部発振器２６が配置されている回路ブロック４１の接地電極４１ａと、第二の局
部発振器３１が配置されている回路ブロック４３の接地電極４３ａとが設けられ、前記接
地電極４１ａと前記接地電極４３ａとが分断されていることから、それぞれの接地電極４
１ａ、４３ａを流れる接地電流は、相互に流入出がなく、よって局部発振器間の干渉など
が生じることなく良好な画質を得ることができるダブルコンバージョンチューナを提供す
ることが出来る。
また、本発明のダブルコンバージョンチューナでは、回路ブロック４１の接地電極４１ａ
と回路ブロック４３の接地電極４３ａとがシールド板と枠体のみを介して導通されている
ことから、接地電流はシールド板と枠体とに流れ、回路ブロック４１、４３の接地電流が
シールド板と枠体とに吸収され、安定した接地電位が得られるという効果を奏する。
【００３５】
また、本発明のダブルコンバージョンチューナでは、一方の回路ブロックの一方の接地電
極と他方の回路ブロックの他方の接地電極とがシールド板の端部の近傍において、シール
ド板に接続されているので、接地電極を広い範囲にわたって安定した接地電位とすること
ができる。
また、シールド板の端部の近傍に幅狭な接地電極パターンが設けられていても、その幅狭
な接地電極パターンを通して接地電極間で接地電流が流れることがないので接地電位は、
安定する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のダブルコンバージョンチューナの上下のカバーを外した状態の概要を示
す斜視図である。
【図２】本発明のダブルコンバージョンチューナの上下のカバーを外した状態の概要を示
す底面から見た斜視図である。
【図３】図２の平面図である。
【図４】本発明の第二の実施の形態のダブルコンバージョンチューナの上下のカバーを外
した状態の概要を示す平面図である。
【図５】ダブルスーパー方式のダブルコンバージョンチューナの一構成例を示すブロック
図である。
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【図６】従来のダブルコンバージョンチューナから上下のカバーを外した状態の一構成例
の概要を示す斜視図である。
【図７】図６の底面から見た斜視図である。
【図８】図７の平面図である。
【符号の説明】
１　枠体
１ｈ、１ｉ、１ｊ　シールド板
２、３、４、５　区画室
２ａ、３ａ、４ａ、５ａ　領域
６　回路基板
７　半田
２４　第一の混合器
２６　第一の局部発振器
３０　第二の混合器
３１　第二の局部発振器
４０、４１、４２、４３　回路ブロック
４０ａ、４１ａ、４２ａ、４３ａ　接地電極
４５ａ、４５ｂ　接地電極パターン

10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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